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はじめに

• 産物の⼀つはJAMSTECや気
象庁が作成する地震カタログ
(地震の震源情報のリスト)

• 地殻活動の推移把握等に地震
カタログを利⽤する時、モニ
タリング能⼒の理解が必須

本講演｜地震の検知の観点から
DONETのモニタリング能⼒を
評価
• 評価結果をもとに、b値とい
う地震の指標を⽤いて、地殻
活動の推移把握に利⽤した例
を報告
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DONETの⽬的の⼀つ｜南海トラフの地震やスロー地震など地殻活動のモニタリング
JAMSTECが作成した地震
カタログに収録されている
地震(2005-2019年, 深さ
0-60km)

○: 地震
△: 観測点

JAMSTECが観測対象とする地域

プレート境界
の深さ



観測網の理解から
各観測点について地震を検知し
た時に緑点をプロット
• 各観測点の稼働状況がわかる
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検知確率
PE｜n観測点以上を⽤いて地震を検知する確率
• JAMSTECではn=3としている
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・: 地震(M1.5)
△: 観測点2019年1⽉時点

プレート境界から10km下の地点における確率PE

プレート境
界の深さ

トラフ軸

40km

20
km



コンプリートネスマグニチュード
Mp｜確率PE>=1-Qで検知される地震のMの下限
• 本研究ではQ=10-6設定｜PEは⾮常に1に近い
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△: 観測点2019年1⽉時点 2016年1⽉時点

2018年1⽉時点

プレート境界から10km下の地点におけるMp

プレート境
界の深さ

40km

20
km

故障の修理をしないと検知能⼒はどうなる?
海底の観測網の維持管理｜修理しないと地震の検知能⼒は低下するがどの程度か
• 以下の例ではMpが1程度上昇｜地震の検知数は1/10程度になる
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△: 稼働観測点
▲: 仮想的に故障し
たノードの観測点

仮想的にDONET2
のノードEの故障

仮想的にDONET2の
ノードDとEの故障

ΔMpv=Mpv-Mp

2019年1⽉時点



Mpの情報を地殻活動の推移把握に利⽤
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2017-2018年にかけて
M6クラスのゆっくり滑り
(緑の□)が起きた
• 滑りにより周辺の⼒が乱
される

フィリピン海プレート内で
起きる地震に注⽬
• ダウンディップサイド
(⻘の□)では⼒がかかり
b値は減少

• アップディップサイド
(⾚の□)では⼒が緩和し
てb値は増加

Mpの情報を地殻活動の推移把握に利⽤
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ゆっくり滑りの起きた期間

細線と太線の違いは条
件を若⼲変更した場合

ゆっくり滑り(緑の□)が起き
た周辺はMp~2
• M2+の地震を⽤いてb値を
計算

ゆっくり滑り起き始めると
• ダウンディップサイド(⻘の
□)ではb値は減少

• アップディップサイド(⾚の
□)ではb値は増加


